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去
る
令
和
3
年
10
月
21
日
、
当
委
員
会
が
担
当
す
る
10
月
例

会
「
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
知
って
お
き
た
い
〜
効
果
的
な
広
報

は
こ
こ
に
あ
り
〜
」を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
小
田
原
・
箱
根
地
域
で
も
コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
が
多
い
中
、
私
達
が
こ
の
地
域
の
状
況
に
ど
う
貢

献
で
き
る
か
、委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
真
剣
に
検
討
し
、緊
急

事
態
宣
言
中
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
地
域
に
特
化
し
た
広
報
に
関
す
る
現
状
把
握
を
徹
底

的
に
行
い
ま
し
た
。

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
会
員
及
び
同
青
年
部
の
事
業
者

様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
よ
る
協
力
も
あ
り
、
地
元
の
情
報

を
地
元
の
私
達
の
手
で
こ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
広
報
が
使

わ
れ
て
い
て
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
効
果
的
な
の
か
、な
る
べ

く
多
く
情
報
を
収
集
し
、
10
月
例
会
に
て
総
ま
と
め
の
発
表

を
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
例
会
ま
で
に
収
集
・
発
表
で
き
な
か
っ
た
情
報
も
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
次
に
繋
が
る
新
し
い
例
会
の
形
の
第
一
歩

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
広
報
委
員
会 

副
委
員
長
　
本
田
　
武
士

10  

月
例
会

11  

月
例
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

か
な
が
わ
厚
木
大
会
へ
の
参
画

こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お
き
た
い
〜
効
果
的
な
広
報
は
こ
こ
に
あ
り
〜

　
本
例
会
は
、
各
種
大
会
へ
の
参
画
を
主
軸
と
し
、
多
く
の

メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
開
催
地
で
あ
る
厚
木
へ
出
向
き
、
交
流

や
研
鑽
を
通
じ
人
と
人
が
和
合
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
体
験

し
て
頂
く
目
的
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
現
地
参
加
で
は
な
く
、
小
田
原
箱
根
商
工

会
議
所
会
議
室
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し
、
現
場
の
仲

間
と
同
じ
時
を
過
ご
し
、
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
オ
ー
ル

神
奈
川
の
O
M
O
T
E
N
A
S
H
I
」
楽
し
く
愉
し
む 

〜
F
o
r 

O
n
e
's 

S
m
i
l
e
〜
を
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
共

有
す
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
現
地
へ
は
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
画
面
を
通
し
、
現
地
メ
ン
バ
ー
の
こ

こ
ま
で
の
努
力
や
安
全
を
考
慮
し
た
厳
し
い
判
断
、
仲
間
と

の
絆
を
大
切
に
す
る
姿
勢
、
大
会
か
ら
発
信
さ
れ
る
連
帯
の

証
を
感
じ
た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

渉
外
委
員
会 

委
員
長
　
菊
川
　
鉄
也

小田原箱根YEGの担当は前日設営とリハーサル・本番では
来賓対応をお手伝いさせていただきました。

第41回　関東ブロック大会
かながわ厚木大会
令和3年11月5日㈮～6日㈯



　はじめに言っておこう、
僕は家にいるよりも外で
遊びたい「アウトドア
派」なのである、とはいえ、語弊のない様に付
け加えるがおうちにいたくないわけではない。
　このコロナ禍にアウトドアで密にならず、自粛
警察に通報されない行動をとる必要がある。
　最近ハマっているのがバイクで行くソロキャンプ。バイクは積載
が難しくキャンプ道具一式となるとなおさらだ。如何に少ないアイ
テムで一昼夜を快適に過ごすことができるのか？ミニマムキャン
プを極めようと100均アイテムを中心にキャンプ沼に足を突っ込ん
でいる。約100Lのリュックサックに道具と食材を詰め込んでバイ
クに跨り野営地へ出向くのである。ソロキャンプといっても行きと
帰りはバラバラで仲間とテキトーな時間にキャンプ場で落ち合い、
それぞれのサイトスペースで距離を保ちながら、焚火や料理を楽
しむ事が多い。もちろんアルコールもOKだ。
　キャンプの基本は「他人に迷惑をかけず、自然を傷つける行為
をしなければ、何をしてもいい。帰る時はサイト周辺を来た時より
も綺麗にして帰る」。
　大自然の中で時間にとら
われず、自分が食べたいも
の・飲みたいもの・やりたい
事をテキトーに楽しむことで
最大のリフレッシュができる。
これがバイクで行くソロキャ
ンプの醍醐味なのである。

商工小田原箱根チラシ同封サービス利用令和3年12月号

新入会員募集

研修例会 ネイチャーフェスタ

会員一同、新しい仲間を心よりお待ちしております。

●自己研鑽の場が欲しい！
研修会や会員同士の交流、イベント事業運営などいろいろな
YEG活動が自身の成長や自企業の発展へとつながります！

小田原箱根商工会議所青年部（YEG）では、新しい仲間を募集中です！

年間　36,000円
入会資格 会費

お問い合わせは
こちらまで ↓

小田原ちょうちん
製作指導教室

●気心の知れた仲間を増やしたい！
仕事以外でも仲間を増やしたい！最近この地域に転勤された方など
も歓迎します♪

●地域のことをもっと知りたい！
地域を担う青年経済人が集うYEGなら多くの地元情報が知れます！

●地域に貢献したい！
小田原・箱根が大好き！地域のために活動したい！YEG活動を通じて
地域貢献をしませんか？

本青年部の会員は、小田原箱根商工会議所の
会員(法人・個人)事業所の経営者、または後
継者、社員で満50歳までとします。
他、ご相談含め下記までお問い合わせください。 

小田原箱根YEG事務局　TEL:　0465-23-1811
E-mail:　yeg@odawara-cci.or.jp

令和3年度　通常総会

FOLLOW ME

＃小田原箱根YEG

名　前【公式】小田原箱根商工会議所青年部
ユーザーネーム　odawarahakoneyeg
URL　instagram.com/odawarahakoneyeg/

Instagram内の
カメラで
スキャンしてく
ださい。▶

YEGの窓
今年も残すところ、あと少しとなりました。
今年は、コロナ感染が爆発的に拡大し、会員の
皆様におかれましては大変な思いをされている事と思います。
今年でYEGの卒業を迎えますが、在籍中なかなか活動が出来ず、メンバー
の皆様には多大なご迷惑をお掛けしました事をお詫び致します。
そんな中でも、メンバーの皆様には声をかけて頂き、楽しい時間を過ごさ
せて頂きました。YEGは卒業してしまいますが、皆様との出会いに感謝し、
一生の宝とし、これからの人生を歩んでいきます。
来年は、コロナが落ち着き、メンバー皆んなで楽しいYEG活動が出来る
ことを祈っております。
卒業しても、どこかでお会いする事があったら、声をかけて下さい。
ありがとうございました。　　　　　　　   　総務広報委員会　徳田 健司

コロナの先へ！コロナの先へ！
　当青年部会員事業所のコロナウイルス感染症に対する取り組
みや事業所の魅力をご紹介させていただきます！※掲載内容は
11月中旬時点の情報をもとに構成しております。

お好み焼き たか美
☎0465-32-4791
小田原市荻窪433-1

■
事
業
内
容
を
教
え
て
下
さ
い

お
好
み
焼
き
店 （
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
有
）

■
感
染
防
止
対
策
を
教
え
て
下
さ
い

・
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
手
指
の

消
毒
と
パ
ー
テ
ー
シ
ョン
設
置

・
密
を
避
け
る
為
、
人
数
制
限
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

■
自
己
紹
介
と
事
業
所
P
R
を
お
願
い
し
ま
す

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
小
田
原
・
箱
根
の
美
味
し
い
物
を
求
め

て
の
食
べ
歩
き
で
す
。

店
舗
で
は
、
自
家
農
園
で
採
れ
た
野
菜

を
使
い
お
好
み
焼
き
を
焼
い
て
ま
す
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ラ
ン
チ
メ
ニュ
ー
・
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
も
好
評
い
た
だ
い
て
ま
す
。

季
節
の
食
べ
物
を
是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

今月のテーマ

佐藤 信次 さん
（一円融合委員会）

松下 善彦 君
（まちづくり委員会）

　

去
る
６
月
26
日
、
例
会
で
の
田
植
え
体
験
は
参
加
し
た

皆
様
の
記
憶
に
新
し
いの
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

参
加
者一丸
と
なって
植
え
た
苗
は
、
見
事
な
黄
金
色
の

稲
穂
に
成
長
し
ま
し
た
。
先
日
、
収
穫
の
際
に
は
稲
葉
委

員
長
を
始
め
と
す
る一円
融
合
委
員
会
の
理
事
メ
ン
バ
ー
も

同
席
し
、
志
村
成
則
君
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）
指
導
の

元
で
稲
刈
り
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
らった
よ
う
で
す
。

　

振
り
返
る
と
、
６
月
例
会
事
業
は
５
月
例
会
「
今
こ
そ

学
ぼ
う
S
D
G
’s
」
に
も
リ
ン
ク
し
て
お
り
奥
深
い
内
容

で
は
な
い
か
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

「
実
る
ほ
ど　

頭
を
た
れ
る　

稲
穂
か
な
」

私
達
Y
E
G
メンバ
ー
、
青
年
経
済
人
と
し
て

常
に
ま
っ
す
ぐ
な
成
長
を
目
指
し
努
力
、
徳
を
積
み
、
黄

金
色
の
素
晴
ら
し
い
稲
穂
を
実
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

6月例会の稲が収穫となりました。

私のおそと時間私の
私のおうち時間
番外編
私の


